
（様式第２号）

目標達成計画票（事業所記入）

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 13

認知症の様々な症状に対し
て適切な対応できるよう、す
べての職員が認知症に対す
る理解をさらに深める必要が
ある。

認知症への理解を深めるこ
とで入居者一人一人の状
態に応じた対応ができるよ
うになり、精神面及び生活
の安定に繋がっていく。

認知症を理解する為の研修に
参加する機会を増やす。

12ヶ月

2 14

他のグループホームを見学し
たり同業者と交流する機会が
あっても管理者だけが参加す
ることが多かった。

見学や意見交換を含め、同
業者と交流する機会を増や
し情報を取得することで、
サービスの質の向上を図
る。

出来るだけ多くの職員が同業
者と交流する機会を持つ。

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。

事業所名グループホームたんぽぽ

作成日：平成24年5月1日

【目標達成計画】

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し
合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベル
に合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入します。


